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基本共通ルール

グルーミングの完成度と
デザイン01 02 細部の仕上げと道具の使用技術

rule

全体のバランスとアウトラインの美しさを重

視します。

ボディ、頭部、四肢などの毛量配分がバラン

ス調整されており、毛の厚みや量感が左右

均等で、バランスが取れているか確認しま

す。

左右非対称の場合は減点対象となります。

犬種スタンダードを理解が必要です。

コーミング時に毛が出てこない、

形の中に毛がしっかり収まっているかも評価

対象となります。

モデル犬への配慮と扱い03 04競技の進行とルール
カット中のモデル犬とのコミュニケーションが

評価されます。

無理な体勢を強いていないか、クリッパー負

けしていないかなどを確認します。

グルーマーの立ち位置や犬との距離感も評

価対象となります。

足回りを含む細部の処理が丁寧に施されて

いるかを確認します。

犬種に応じた適切な道具の選定と使用方法

が評価されます。

道具の扱いが適切であるか、カットラインが

整っているかチェックします。

尻尾など、カットしていない箇所がある場合

は減点対象となります。

四肢クリッピングやマズルクリッピングは競

技時間内に実施すること。

トップノットは仮止め状態でスタート可能、

ただし競技中にセットし直しが必須です。

※他の部位を巻いてのスタートも可能ですが

同様に再セットが必要です。

事前のカラーリングOK,ただし犬に負担とな

る薬剤の使用はNGです。

体全体の1/3以上のカラーリングを禁止しま

す。

トリミングテーブル持ち込み可能です。（回転

テーブル含む）

テーブルの高さ調整を目的とした市販のアジ

ャスター（継ぎ脚・台等）の使用は可とします。

ただし、安全かつ安定した設置を行うこと。

椅子の持ち込みは可（キャスター付き含む）

03

※ウィッグ部⾨除く



会場・運営共通ルール

会場・観覧マナー01 02 競技者の準備

rule

・コンテストがおこなわれている会場での飲

食は禁止となります

※ただし、エントリー参加者、アシスタント、審

査員、関係者のみ水分補給は可能 

・写真撮影のフラッシュは禁止 

・１３歳以下はコンテスト会場に入れません

（見学者を含めて） 

・コンテスト会場内で犬を放してはいけませ

ん 

・犬はクレート内か、リードをつけてください 

・コンテストルームにコンテスト参加以外の

犬は入れません

競技中のルール03 04 アシスタント規定

・カラーリング行為は不可

・チョーク・パウダー・スプレー使用可（審査員

はコームを入れて審査。通らない場合は減点

対象）

・参加者・犬のトイレは競技中も可

・テーブルを離れる際は係員に申し出（アシ

スタント等が犬を見守ること）

・道具は危険性がなければ自由。使用後は

テーブル下に保管し、他者の迷惑にならない

こと

・必要な道具の忘れは減点対象。物の貸し借

りは原則禁止

・犬に水を与えるための水入れは持参してく

ださい 

・トリミングリーシュは各自で持参する 

・ヘアーカラースプレーを使用する場合はトリ

ミングマットを使用すること 

・犬のトイレの始末は各自で責任を持ってお

こなう

※すべての犬のトイレはコンテスト前に済ま

せておくこと

・コンテスト参加者1名につき、道具やモデル

犬の搬出入、ベイジングのサポートなどを行

うアシスタントを2名まで帯同することができ

る。 

・アシスタントの登録は、コンテスト当日の受

付にて行うこととする。

04

05 ベイジングエリアの

シャンプー利用について

シャンプー利用の制限時間について、円滑な

運営のため、シャンプー利用に制限時間を設

けました。全ての部門が対象です。

10kg以下：10分以内

10kg以上：15分以内

譲り合いとご協力のほど、よろしくお願いいた

します。



注意事項

13

precautions
コンテスト会場、ベイジングエリア内でのボランティアスタッフへの言動など含め、コンテスタ

ントとして相応しくないと判断した場合は厳重注意とさせていただきます。



クイック部門

ルール



目的・コンセプト
01

審査基準
02

06

クイック部門クイック部門

「限られた時間内で、実践的かつ効率的にカットを仕上げる」技術と判断力を競う

部門です。仕上がりの美しさはもとより、現場で活かせるスピード感と犬への扱い

の両立が重視されます。

・制限時間内に仕上げること。

・「速さ」だけでなく、犬への負担軽減に配慮・声かけ・優しさも評価対象。

・時間短縮のための工夫（道具選び・順序・効率的な動きなど）は高く評価。

・犬の扱い・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。

・クリッパーを使った仕上げ、ラインが整っているか・無駄なクリッパーマーク。

・犬の扱い・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。



審査ルール

上記内容を2名以上の審査員

が総合的に判断します。
01 02

03 04

07

途中休憩はありません。

05

rule

仕上げのためのチョーク、パウ

ダー、スプレー使用は可。（※た

だしジャッジが審査中コームで

通る事が必要）

カラーリングは1/3以上の範囲

は禁止。

日常のサロンで実施しづらい表

現はNG。



サロンスタイル

部門ルール



目的・コンセプト
01

審査基準
02

09

サロンスタイル部門サロンスタイル部門

実際のサロン現場で求められる「可愛らしさ・美しさ・バランス感覚」に加え、デザイ

ン性やオリジナル性を追求する部門。スタイル提案力・仕上がりが求められます。

・モデル犬の魅力を最大限に引き出したデザイン。

・犬種やテーマに合った提案。

・時間短縮のための工夫（道具選び・順序・効率的な動きなど）は高く評価。

・犬の扱い・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。

・クリッパーを使った仕上げ、ラインが整っているか・無駄なクリッパーマーク。

・サロンに来店する飼い主目線での“共感性”が感じられるか。

・ビフォー・アフターの変化。



競技ルール

上記内容を2名以上の審査員

が総合的に判断します。
01 02

03 04

10

競技開始60分後、10分間のブ

レイクタイム有り。

05

rule

ブレイクタイムは犬を休憩させ

る、トイレを連れて行く、水を飲ま

せることは可、ただし競技者へ

のアドバイスは禁止。※発覚し

た場合、減点対象。

仕上げのためのチョーク、パウ

ダー、スプレー使用は可。（※た

だしジャッジが審査中コームで

通る事が必要）

カラーリングは1/3以上の範囲

は禁止。
06 日常のサロンで実施しづらい表

現はNG。



ハッピーグルーミング

部門ルール



目的・コンセプト
01

審査基準
02

12

ハッピーグルーミング部門ハッピーグルーミング部門

グルーマーの社会貢献として、保護犬に動物福祉に則ったトリミングを施すことを目

的としたコンテストです。限られた状況の中で、犬への思いやりを形にする構想力と

技術力が試されます。

・犬の健康状態や心理状態を理解したうえで、適切な対応を実施しているか。

・犬の行動に対し、適切なリアクションができているか。

・道具の適切な選定と使用ができているか。

・作業の安全性が高く維持されているか。

・時間を有効に活用しているか。

・犬のストレスへの配慮、作業負担の軽減が実施されているか。

・犬の魅力およびQOLが高まるカットスタイルを施しているか。

・犬を機嫌よく、ハッピーな状態にしているか。



競技ルール

2名以上の審査員が総合的に

判断します。
01 02

03 04

13

シャンプー時間は10Kg以下で

10分以内、10Kg以上で15分

以内とする。

05

rule

競技時間内でも作業を終了した時

点で審査を受けることができる。

競技で担当する犬は、当日抽選

で決定する。

複数頭担当する場合は1頭目を

審査対象とする。
06 シャンプーの順番は競技内で決

定する。

07 必要であれば競技中に審査員

に質問することができる。
08 一時的に「競技アシスタント」か

ら作業協力を得ることができる。

09 競技中に犬との休憩時間を設け

ることができる。

本部門では、保護犬という“出会いの一期一会”を大切にしながら、どんな状況でも最善を尽

くす姿勢が問われます。技術だけではなく、犬に寄り添う姿勢も大きな評価対象となります。シ

ャンプー待ち時間をどう過ごすか、施術の順番をどう組み立てるかといった“柔軟な現場対応

力”も、グルーマーの資質のひとつとして評価されます。

ポイント
point



注意事項

13

precautions
保護犬に使用したタオルなどは各自で処理してください。

タオルを持ち帰らないなどの行為が判明した場合は審査終了後であってもジャッジに報告い

たします。



ダブルス部門

ルール



目的・コンセプト
01

審査基準
02

15

ダブルス部門ダブルス部門

サロン現場での実践的な“チームワーク”と協働によるグルーミング技術を評価する

部門です.先輩後輩・店長副店長・他店とのコラボなど、立場や所属を越えた“チーム

としての仕上げ力”が問われます。

・2人の連携が取れているか。

・モデル犬の魅力を最大限に引き出したデザイン。

・犬種やテーマに合った提案。

・時間短縮のための工夫（道具選び・順序・効率的な動きなど）は高く評価。

・犬の扱い・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。

・クリッパーを使った仕上げ、ラインが整っているか・無駄なクリッパーマーク。

・サロンに来店する飼い主目線での“共感性”が感じられるか。

・仕上げ後の外観に、チームとしての統一感や完成度が感じられるか。



ダブルス部⾨ 競技ルール

2名以上の審査員が総合的に

判断します。
01 02

03 04

16

途中休憩はありません。

05

rule

1チーム2名で、1頭のモデル犬を

60分以内に仕上げてください。

使用道具・スタイルは自由で

す。

仕上げのためのチョーク、パウ

ダー、スプレー使用は可。

（※ただしジャッジが審査中

コームで通る事が必要）

06 カラーリングは1/3以上の範囲

は禁止。



ウィッグ部門

ルール



クラス編成
01

プードルクラス
ラムクリップ、ケネルクリップ、ジャーマンクリップ、 セカンドパピー、コンチネンタルクリップ、イングリ
ッシュサドルクリップ、パジャマダッチクリップ等。

⽬的・コンセプト
02

審査基準
03

18

ウィッグ部門ウィッグ部門

実犬に準じたトリミング技術・表現力・デザイン性を、ウィッグを用いて発揮す

る競技です。実際のサロンワークやデザイン提案力を表現する場として、カッ

ト技術・構成力・装飾力の総合力が問われます。

・犬とわかる形にできているか。

・カットの正確性・美しさ・左右対称性・フォルムの完成度。

・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。

アザーピュアブリードクラス
ビション、ベトリントン、シュナウザー

クリエイティブ&フリースタイルクラス

お好きなスタイル（カラーリング、デコレーションOK）。



ウィッグ部⾨ 全クラス共通
競技ルール

ウィッグであっても実犬同様の

保定・扱い方をすること。
01 02

03 04

19

競技時間120分の中でカット・

デコレーションを含めて仕上げ

てください。

05

rule

ウィッグは全身タイプをご用意くだ

さい（指定はありません）。

マズルクリッピング済みタイプ

のものはNGです。

ブラッシングは競技時間に含ま

れません。
06 事前のカラーリングは禁止で

す。

デコレーションやカラーリングは

当日競技時間内のみOKです。
07 08

09 10

使用可能な道具：クリッパー、シ

ザー、チョーク、パウダー、スプレ

ー等。

ウィッグを倒す、持ち上げるなど実

犬で行わないような扱いは禁止で

す。

カットの面をキレイにするための

クリッピング可。

11 12ウィッグ本体および耳・尾のベース

部分（毛ではなく本体）のカット、

ならびに毛のカット等の事前加工は

禁止とする。これらの加工は、競技

時間内に限り認める。

競技開始時は、ウィッグ本体・

耳・尾の形状を変更していない

状態であること。



ウィッグ部⾨ クリエイティ
ブ＆フリースタイルクラス
追加ルール

コードレス機器（ドライヤー・アイ

ロン等）は、クリエイティブクラス

に限り使用可能です。コード有り

は不可。

01 02

03

20

カットした毛を使用した装飾は

可能です。

rule

リボンやアクセサおリー等の装飾は

可能ですが、犬と認識できる仕上

がりであること。



ジャパンオープン

スタイルルール



目的・コンセプト
01

審査基準
02

22

ジャパンオープンスタイル

部門

ジャパンオープンスタイル

部門

世界中のトップグルーマーが技術と創造力を競い合う、アジア圏最大級の競技部門

です。スタンダードなカットからペットスタイル、デザインカット、あらゆる技術・表現

が評価対象となります。

・犬種スタンダード、またスタイル提案に基づいた完成度の高い仕上がり。

・モデル犬の魅力を最大限に引き出したデザイン。

・犬種やテーマに合った提案。

・時間短縮のための工夫（道具選び・順序・効率的な動きなど）は高く評価。

・犬の扱い・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。

・クリッパーを使った仕上げ、ラインが整っているか・無駄なクリッパーマーク。

・ビフォー・アフターの変化。



ジャパンオープンスタイル
部⾨ 競技ルール

2名以上の審査員が総合的に

判断します。
01 02

03 04

23

競技開始60分後、10分間のブ

レイクタイム有り。

05

rule

ブレイクタイムは犬を休憩させる、ト

イレを連れて行く、水を飲ませること

は可、ただし競技者へのアドバイスは

禁止。※発覚した場合、減点対象。

仕上げのためのチョーク、パウ

ダー、スプレー使用は可。

（※ただしジャッジが審査中コー

ムで通る事が必要）

カラーリングは1/3以上の範囲

は禁止。



失格・減点対象



失格・減点対象

コンテストに出場できる条件が

揃っていない
01 02

03 04

25

コンテスト開始時間までに

チェックインが終了されていな

い場合

05

rule

競技中、犬に怪我をさせた場合 犬をのせたテーブルを離れた場

合（２度目の注意で失格となりま

す）

態度が悪いと関係者が判断した

場合
06 他のコンテスタント（出場者）に

迷惑と思われる行為を行なった

場合

コンテスト最中にアドバイスや

コーチを受けたり、写真や絵など

参考になるものを見る

07 08

09 10

コンテスト最中に、電話、ヘッド

ホンなどを使用する

不適切な犬の扱いが見られる場合
不適切な道具の扱いが見られ

る場合

11 12競技に服装が適切ではない場合
審査員が適切ではないと判断し

た場合

13 コームのピン曲がりなど不適切な

道具は減点対象となります



よくあるご質問



入場の時間等について

会場によるので公式LINEやInstagramのタイムスケジュールをご確認下さい。

大阪、東京インターペットはアシスタントは2名まで（インターペットビジネス登録も必要です）。

他の会場では特に制限はございませんが、コンテスト会場に入れるアシスタントは原則1名まで

です。

01

アシスタントの入場について02

競技開始前の肛門周囲、サニタリー、足裏、プー足（足バリ）の処理は可とする。ただし、足止め

（足回りのカット）は事前処理NGとする。

なお、プー足（足バリ）を競技時間内に実施した場合、審査員によっては加点評価の対象とする

場合がある。

足裏バリカン、プー足について03

ご来場順にベイジングエリアをお使いいただけますが、シャンプー台やドライヤーの数には限り

がございます。

そのため、受付時に番号札（整理券）をお渡しし、順番にお呼びしています。

当日のベイジング（シャンプー）の手順について04

27



顔バリとトップノット

事前の顔バリはNGです。コンテスト開始と共に行って下さい。トップノットも簡単に結ぶのはOKですが、完

成した状態でコンテストに臨むのはNGです。コンテスト中にトップノットを結んで下さい。

公式LINE,Instagramの情報をご確認下さい。

05

ベイジングエリアが会場によって異なること06

モデル犬は確定してからエントリーしてください。

エントリーについて、モデル犬が見つかる前に

エントリーする事は可能か
07

原則できません。

写真の登録変更が可能か08

28

写真のサイズ等は？

画像タイプ：jpeg　でお願い致します。

フリーランスとご入力下さい。

09

勤務先、学校に属していないときは？10



生後10か月以上10歳未満（９歳）までの犬が対象となります。

何歳から何歳まで参加できますか？11

会場により異なりますので公式LINE、またはInstagramの情報をご確認下さい。

会場にペット同伴で入場できますか？12

29

領収書の発行はできますか？

基本的にお渡ししておりませんがご必要な場合はLINEでご連絡くださいませ。郵送は受け付けておりませ

んので申し訳ございませんがご了承下さい。

顔写真のご登録は必須です。原則、顔写真のご変更はできません。顔写真以外の写真は登録し

ないで下さい。ダブルスにご参加される方はお二人各々の顔写真のご登録が必要です。

13

顔写真の登録なしでエントリーできますか？14

公式LINEへお知らせくださいませ。

キャンセルについて15

インターペットではビジネス登録にて無料でご参加頂けますし、その他会場でも発生しません。

ご見学は無料です。

見学入場料について16



30

エントリーのキャンセル待ちについて

申し訳ございませんが、キャンセル待ちの具体的な順番についてはお答えいたしかねます。

コンテストのエントリーご変更はご希望の部門及びクラスに空枠がある場合はご変更できます。

公式LINEへご連絡下さいませ。

17

エントリーしたクラスの変更できますか？18

コンテスト後、公式写真の販売がございます。

写真は購入できますか？19

ベイジングエリアの混雑を回避するため、コンテスト受付時に整理券をお渡しいたします。

当日は、お渡しした番号順にご案内（お呼び出し）いたします。

ご自身の出番が近づいてきた際は必ずベイジングエリア付近にて待機してください。

ベイジングエリアの整理券について20

インターペットのビジネス登録は必要か？

インターペットではコンテスタント様、アシスタント様どちらも必要です。

コンテストのエントリーはクレジットカードでのご決済になります。ご了承下さいませ。（VISA（ビ

ザ）、Mastercard（マスターカード）、JCB（ジェイシービー）、American Express（アメリカ

ン・エキスプレス）、Diners Club（ダイナースクラブ））がご使用頂けます。

21

コンテストのエントリーのお支払いについて22



一般の方、学生、18歳未満はビジネス登録出来ません。※詳しくはインターペット公式ホームペ

ージにて。学生様でコンテストご参加の際はコンテスタント専用入り口からご入場頂けますの

で、ご安心下さい。

インターペットは学生もビジネス登録が必要で
すか？23

31

モデル犬のワクチン証明書について

会場でのワクチン証明書の確認はありません。 ただし、1年以内にワクチン接種、または抗体検査証明をさ

れていることを前提にご入場いただいております。

事前カラーについて： ウィッグ部門以外は事前のカラーリングが可能です。ただし、犬に優しい

薬剤の使用をお願いします。

当日のカラーについて： 当日のシンクでの毛染めは一律NGです。トリミングテーブル上でスプ

レーやチョーク等を使用する場合は、必ずトリミングマットを敷いてください。

24

コンテストのカラーリングについて25
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